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左から三浦千明さん、小林綾さ
ん 、 小 椋 幸 恵 さ ん (H17年 経 済
卒)。ゼミ仲間で毎年集合。年に1
度食べて語って楽しい1日です。

西村猛さん、初音さんご夫妻(S62
年機械卒)。育児に手がかからな
くなり、久しぶりの参加。友だち
に会えるのが楽しみです。

左から中島三千男学長、KU“東北”
ボランティア駅伝統括責任者・石
積勝副学長。

左から永峯暉夫さん妻の房子さ
ん、狩野七郎宮陵会会長、柴田愛
子さん(S30年経済卒）

うらた剛さん、熊本支部(S46 年法
律卒)。日頃歌のボランティアで
活躍。会場で、すばらしい歌を披
露してくれました。

体育会應援指導部の皆さん。
躍動感いっぱいの応援で、会場は
熱気に包まれました。

左から楫山迪也さん、𠮷﨑光男さん、清原基
生さん、秋田琢次さん(S33年卒・三三会)これ
が終わって同窓会に移行します。

母校と卒業生の絆を深め、師との語らいを通じて、ネットワークを
一層広げていただくことを目的とした恒例の「第18回神奈川大学ホ
ームカミングデー」が10月21日（日）横浜キャンパス体育館で開催
されました。好天にも恵まれ、大勢の参加者で賑わいました。終了後
には、ゼミを中心とした21の同窓会が開催され、旧交をあたためま
した。来年はあなたのゼミ・クラブも同窓会を開催してみては!!
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平
成
24
年
５
月
26
日
開
催
の
通
常
総
会
に
お
い

て
、
一
般
社
団
法
人
移
行
後
の
代
議
員
を
選
出
す

る
代
議
員
選
挙
の
実
施
に
つ
い
て
、
ご
承
認
を
頂

き
、
８
月
１
日
に
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
並

び
に
８
月
発
送
の
会
報
に
同
封
す
る
形
で
、
正
会

員
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
し
た
。

代
議
員
選
挙
立
候
補
の
受
付
を
平
成
24
年
10
月

１
日
か
ら
10
月
14
日
ま
で
行
い
、
頂
き
ま
し
た
立

候
補
届
並
び
に
立
候
補
者
推
薦
届
を
代
議
員
選
挙

管
理
委
員
会
を
開
催
し
、審
査
致
し
ま
し
た
結
果
、

以
下
の
と
お
り
決
定
致
し
ま
し
た
。

１
．
代
議
員
選
挙
候
補
者
に
つ
い
て

別
紙
、
代
議
員
選
挙
立
候
補
者
名
簿
の
と

お
り
、
１
７
５
名
が
被
選
挙
権
を
満
た
し
て

お
り
、
代
議
員
選
挙
候
補
者
に
確
定
い
た
し

ま
し
た
。

２
．
代
議
員
選
挙
の
投
票
に
つ
い
て

立
候
補
者
数
が
、
定
数
１
８
０
名
に
達
し

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
代
議
員
選
任
規
程
第

８
条
第
２
項
に
よ
り
、
立
候
補
者
全
員
の
無

投
票
当
選
が
確
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
代
議
員
に
欠
員
が
生
じ
て
お
り
ま

す
が
、
代
議
員
選
任
規
程
第
10
条
第
１
項
に

よ
り
補
充
選
挙
は
行
い
ま
せ
ん
。

３
．
代
議
員
選
挙
当
選
者
の
公
示
に
つ
い
て

平
成
25
年
２
月
１
日
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
各
候
補
者
に

ご
通
知
い
た
し
ま
す
。

な
お
、代
議
員
の
任
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、

代
議
員
選
任
規
程
第
４
条
第
１
項
に
よ
り

一
般
社
団
法
人
移
行
日
（
平
成
25
年
４
月
１

日
予
定
）
か
ら
二
年
後
に
実
施
い
た
し
ま

す
、
代
議
員
選
挙
終
了
時
（
平
成
27
年
１
月

予
定
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。

（
参
　
考
）

一
般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学
宮
陵
会

代
議
員
選
任
規
程

第
８
条
第
２
項

代
議
員
候
補
者
が
定
数
を
超
え
な
い
場
合
は
、

投
票
を
行
わ
な
い
。
代
議
員
候
補
者
を
も
っ
て
当

選
者
と
す
る
。

第
10
条
第
１
項

代
議
員
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合
、
代
議
員
総
数

が
定
数
の
３
分
の
２
以
上
あ
る
場
合
に
は
、
補
充

し
な
い
。

第
４
条
第
１
項

代
議
員
の
任
期
は
、
定
款
第
11
条
第
５
項
に
よ

り
、
選
任
の
２
年
後
に
実
施
さ
れ
る
代
議
員
選
挙

終
了
の
時
ま
で
と
す
る
。

平
成
24
年
５
月
26
日
開
催
の
通
常
総
会
に
お
い

て
、一
般
社
団
法
人
移
行
認
可
申
請
に
つ
い
て
、ご

承
認
頂
き
、
平
成
24
年
８
月
１
日
に
神
奈
川
県
に

一
般
社
団
法
人
移
行
認
可
申
請
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
申
請
書
類
の
記
載
内
容
の
一
部
を
修
正

し
た
修
正
提
出
書
を
提
出
し
、そ
の
後
、神
奈
川
県

公
益
認
定
等
審
議
会
に
諮
問
さ
れ
、
平
成
24
年
10

月
12
日
開
催
の
神
奈
川
県
公
益
認
定
等
審
議
会
に

お
い
て
、
認
可
基
準
に
適
合
す
る
と
認
め
る
の
が

相
当
で
あ
る
と
の
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
神
奈
川
県
よ
り
平
成
25
年
４
月
１
日

に
一
般
社
団
法
人
に
移
行
で
き
る
よ
う
に
、
認
可

書
を
頂
く
予
定
で
す
。

移
行
後
は
、
一
般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学
宮
陵

会
と
し
て
、
活
動
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
間
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
移
行
準
備
に
際

し
、様
々
な
ご
協
力
、ご
支
援
を
頂
き
大
変
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

１
．
名
　
称

一
般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学
宮
陵
会
と
な

り
ま
す
。

２
．
会
員
種
別

こ
の
法
人
の
会
員
の
種
別
及
び
資
格
は
、

以
下
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

（1）

正
会
員

イ
　
横
浜
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
者

ロ
　
神
奈
川
大
学
、
同
大
学
院
及
び
神

一
般
社
団
法
人
移
行
に
向
け
て

代
議
員
選
挙
の
立
候
補
の

受
付
を
行
い
ま
し
た
。

一般社団法人移行についてのお知らせ

一
般
社
団
法
人

移
行
認
可
申
請
に
つ
い
て

答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人
に

移
行
後
の

宮
陵
会
に
つ
い
て
。



■
訃
　
報

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

寺
田
　
幹
夫
殿（
39
電
）　
平
成
24
年
５
月
14
日

前
群
馬
東
毛
支
部
長

■
叙
勲

瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

有
川
　
貢
司
氏
（
39
法
）
春
の
叙
勲

◆
今
後
の
支
部
総
会
開
催
予
定
  平
成
25
年

１
月
３
日
（
木
）
香
川
支
部
総
会

平
塚
支
部
総
会

１
月
19
日
（
土
）
横
浜
北
支
部
総
会

（
支
部
創
立
５
周
年
）

島
根
支
部
総
会

１
月
20
日
（
日
）
茅
ヶ
崎
・
寒
川
支
部
総
会

２
月
24
日
（
日
）
藤
沢
支
部
総
会

６
月
８
日
（
土
）
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

和
歌
山
支
部
総
会

奈
川
大
学
短
期
大
学
部
を
卒
業
し
た
者

（
大
学
院
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
後

退
学
を
含
む
。）

ハ
　
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
学
校
に
在
学

し
た
者
で
理
事
会
で
入
会
を
承
認
さ
れ

た
者

（2）

準
会
員
　
　
神
奈
川
大
学
及
び
同
大
学

院
に
在
学
す
る
者

（3）

普
通
会
員
　
正
会
員
の
資
格
を
有
す
る

者
の
う
ち
で
会
費
未
納
中
の
者
と
所
在

不
明
の
者
等
を
普
通
会
員
と
し
ま
す
。

（4）

賛
助
会
員
　
こ
の
法
人
の
目
的
に
賛
同

し
て
入
会
の
申
し
込
み
を
し
、
理
事
会

で
入
会
を
承
認
さ
れ
た
者

（5）

特
別
会
員
　
学
識
経
験
者
な
ど
で
、
理

事
会
で
推
薦
を
受
け
た
者

３
．
社
員
総
会
（
総
会
）

現
在
の
代
議
員
会
、
総
会
に
代
わ
り
社
員

総
会
（
総
会
）
を
年
１
回
６
月
に
開
催
し
ま

す
。
臨
時
社
員
総
会
（
総
会
）
は
、
必
要
に

応
じ
て
随
時
開
催
し
ま
す
。

こ
の
社
員
と
は
、
正
会
員
か
ら
選
出
さ
れ

た
代
議
員
と
し
ま
す
。

４
．
代
議
員
制

本
会
で
は
、「
会
費
を
納
め
た
正
会
員
の
中

か
ら
社
員
を
選
出
す
る
た
め
の
選
挙
を
行

い
、
当
該
選
挙
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
者
を
任

期
付
の
社
員
と
す
る
。」
い
わ
ゆ
る
代
議
員

制
を
採
用
し
ま
す
。

５
．
役
員
（
理
事
、
監
事
）

（1）

理
事
、
監
事
は
、
総
会
の
決
議
に
よ
っ

て
、社
員（
代
議
員
）の
中
か
ら
選
出
し

ま
す
。
　

移
行
後
の
最
初
の
選
出
は
、
移
行
後
最

初
の
社
員
総
会（
総
会
）と
な
る
平
成
25

年
６
月
に
行
い
ま
す
。

（2）

役
員
の
任
期
は
、
選
任
後
２
年
以
内
に

終
了
す
る
事
業
年
度
の
う
ち
、
最
終
の

も
の
に
関
す
る
定
時
総
会
の
終
結
の
時

ま
で
と
し
ま
す
。ま
た
、再
任
を
妨
げ
ま

せ
ん
。

６
．
社
員
総
会
（
総
会
）
で
の
決
議
事
項

従
来
代
議
員
会
、
総
会
で
の
決
議
事
項
で

あ
り
ま
し
た
事
業
計
画
、
収
支
予
算
案
は
、

理
事
会
で
の
決
議
事
項
に
な
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
社
員
総
会
（
総
会
）
で
は
、
事
業

報
告
、
収
支
決
算
報
告
の
承
認
、
そ
の
他
定

款
な
ら
び
に
法
令
に
定
め
る
事
項
を
決
議

し
ま
す
。

７
．
支
部
の
位
置
づ
け

定
款
上
に
は
支
部
を
位
置
づ
け
ず
、
独
立

し
た
法
人
格
（
人
格
な
き
社
団
）
を
異
に
す

る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ま
す
。

全
国
各
地
区
で
活
動
す
る
会
員
組
織
（
支

部
）
に
は
、
助
成
金
を
従
来
ど
お
り
交
付
し

ま
す
。

内
容
は
、
一
般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学
宮

陵
会
地
域
組
織
活
動
助
成
金
取
扱
規
則
に

定
め
て
い
ま
す
。
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■
新
支
部
紹
介

・
神
奈
川
大
学
自
動
車
工
学
研
究
部
Ｏ
Ｂ
会
支
部

・
秦
野
支
部

し
ば
ら
く
活
動
を
休
止
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
10

月
28
日
再
建
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
新
支
部
長
紹
介

協
同
電
気
支
部
　
　
　
　
Ｈ
６
経
　
石
田
　
浩
一

自
動
車
工
学
研
究
部
Ｏ
Ｂ
会
支
部

Ｈ
13
経
　
古
矢
　
義
彦

京
滋
支
部
　
　
　
　
　
　
39
工
経
　
池
田
　
靖
宏

写
真
研
究
部
Ｏ
Ｂ
会
支
部
44
経
　
　
森
脇
　
　
晟

兵
庫
支
部
　
　
　
　
　
　
41
経
　
　
陸
井
　
隆
夫

三
重
支
部
　
　
　
　
　
　
48
機
　
　
本
田
　
　
進

岐
阜
支
部
　
　
　
　
　
　
35
機
　
　
砥
上
　
忠
久

Ｊ
Ｆ
Ｅ
支
部
　
　
　
　
　
43
経
　
　
宿
岩
　
吉
雄

秦
野
支
部
　
　
　
　
　
　
38
法
　
　
北
村
　
紀
男

石
川
支
部
　
　
　
　
　
　
43
経
　
　
宮
嶋
　
清
明

神
奈
川
区
支
部
　
　
　
　
47
法
　
　
春
原
正
三
郎

本
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

去
る
10
月
28
日
、
湘
南
ひ
ら
つ
か
キ
ャ
ン
パ
ス

大
学
祭（
平
塚
祭
）に
あ
わ
せ
て
、宮
陵
会
秦
野
支

部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

秦
野
支
部
は
、
諸
先
輩
方
の
ご
苦
労
に
よ
り
設

立
さ
れ
ま
し
た
が
、前
支
部
長
が
ご
多
忙
と
な
り
、

こ
こ
暫
く
は
大
き
な
活
動
は
行
わ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

小
田
急
小
田
原
線
秦
野
駅
と
湘
南
ひ
ら
つ
か
キ

ャ
ン
パ
ス
と
は
路
線
バ
ス
で
結
ば
れ
て
お
り
、
大

学
行
の
バ
ス
が
行
き
交
う
我
が
町
、
い
わ
ば
お
膝

元
で
の
我
々
の
活
動
は
母
校
に
対
し
て
何
ら
か
貢

献
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
、
熱
意
を
一
と
し
た

有
志
が
集
ま
り
、
支
部
再
建
に
向
け
て
動
き
出
し

ま
し
た
。

今
ま
で
い
く
つ
か
の
支
部
再
建
を
手
掛
け
た
宮

陵
会
事
務
局
か
ら
の
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

秦
野
支
部
再
建
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
何
度
か
打

合
せ
の
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

神
奈
川
大
学
、
お
よ
び
横
浜
専
門
学
校
の
卒
業

生
の
う
ち
ご
連
絡
先
を
お
届
け
い
た
だ
い
て
い
る

諸
先
輩
方
は
約
８
４
０
名
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
宮
陵

会
会
誌
に
同
封
す
る
方
法
で
総
会
開
催
の
ご
案
内

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

秦
野
支
部
の
当
面
の
活
動
と
し
て
は
、
湘
南
ひ

ら
つ
か
キ
ャ
ン
パ
ス
大
学
祭（
平
塚
祭
）に
お
け
る

宮
陵
会
出
展
の
支

援
、そ
し
て
東
京
箱

根
間
往
復
大
学
駅

伝
競
走
で
は
、国
道

１
号
線
国
府
津
駅

前
に
て
沿
道
応
援

を
実
施
し
ま
す
。秦

野
市
在
住
在
勤
に

か
か
わ
ら
ず
、是
非

と
も
卒
業
生
諸
先

輩
方
々
の
ご
参
加

を
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

（
秦
野
支
部
）

秦
野
支
部
再
建
に
向
け
て
！
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９
月
７
日（
金
）～
９
日（
日
）に
か
け
て
東
京

辰
巳
国
際
水
泳
場
で
開
催
さ
れ
た
第
88
回
日
本
学

生
選
手
権
水
泳
競
技
大
会
に
お
い
て
、
本
学
水
泳

部
が
女
子
総
合
５
位
に
入
賞
し
、
念
願
の
シ
ー
ド

準
会
員
ニ
ュ
ー
ス

権
を
獲
得
し
た
。こ
の
大
会
で
は
、各
種
目
の
順
位

（
得
点
）に
よ
っ
て
決
定
す
る
総
合
成
績
で
評
価
さ

れ
る
。リ
レ
ー
種
目
で
は
、４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
で
２

位
、８
０
０
ｍ
リ
レ
ー
で
３
位
に
入
り
、こ
の
種
目

で
初
め
て
表
彰
台
に
上
が
っ
た
。

ま
た
、個
人
種
目
で
は
、久
保
木
怜
選
手（
人
間

科
学
部
・
４
年
）
が
女
子
２
０
０
ｍ
背
泳
ぎ
で
優

勝
、
１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ
で
３
位
、
渡
辺
耶
唯
選
手

（
人
間
科
学
部
・
２
年
）が
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

で
３
位
、さ
ら
に
松
尾
美
鈴
選
手（
経
済
学
部
・
１

年
）
が
４
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
で
３
位
に
入
賞

す
る
な
ど
好
成
績
を
収
め
た
。
　
　

そ
の
他
に
も
多
く
の
選
手
が
決
勝
に
進
出
す
る

活
躍
で
、総
合
成
績
に
貢
献
し
、部
員
が
一
丸
と
な

っ
て
獲
得
し
た
順
位
と
な
っ
た
。

来
年
度
に
開
催
さ
れ
る
第
89
回
日
本
学
生
選
手

権
水
泳
競
技
大
会
の
シ
ー
ド
権
を
獲
得
し
た
水
泳

部
。
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

10
月
６
日
か
ら
10
月
８
日
に
か
け
て
行
わ
れ

た
、第
67
回
国
民
体
育
大
会『
ぎ
ふ
清
流
国
体
・
空

手
道
競
技
・
成
年
男
子
・
形
の
部
』に
お
い
て
、本

学
空
手
道
部
に
所
属
す
る
金
井
隼
人
選
手
（
外
国

語
学
部
・
４
年
）
が
３
位
に
入
賞
し
た
。

空
手
に
は
、突
き
や
蹴
り
な
ど
を
相
手
に
与
え
、

ポ
イ
ン
ト
を
競
う
組
手
の
部
と
形
の
部
が
あ
る
。

形
の
部
と
は
、一
対
一
で
演
舞
を
行
い
、両
者
の
技

の
キ
レ
や
ス
ピ
ー
ド
、安
定
感
に
よ
っ
て
評
価
し
、

勝
敗
を
決
定
す
る
。
金
井
選
手
は
こ
の
形
の
部
に

水泳部

日
本
学
生
選
手
権

水
泳
競
技
大
会
で

女
子
総
合
５
位
に
入
賞
！

空手道部

金
井
隼
人
選
手

国
体
３
位
入
賞
！

お
い
て
、
全
国
３
位
入
賞
を
果
た
し
た
の
だ
。

金
井
選
手
の
強
さ
の
秘
訣
は
、
空
手
経
験
者
で

あ
る
父
親
と
の
弛
ま
ぬ
努
力
に
あ
る
。
空
手
を
始

め
た
小
学
生
の
頃
は
、
近
所
の
道
場
で
の
練
習
を

終
え
た
後
も
、
自
宅
に
帰
っ
て
か
ら
も
父
親
と
の

練
習
を
欠
か
さ
な
か
っ
た
と
言
う
。
幼
い
頃
か
ら

の
努
力
を
す
る
姿
勢
は
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
部
活

動
と
勉
学
を
両
立
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
現
在

で
も
週
に
一
度
は
幼
い
頃
か
ら
通
う
道
場
で
稽
古

を
積
ん
で
い
る
。

今
回
の
３
位
入
賞
に
つ
い
て
金
井
選
手
は
、『
未

だ
に
そ
の
実
感
が
沸
か
な
い
が
、
空
手
道
部
の
仲

間
や
友
人
か
ら『
お
め
で
と
う
』と
声
を
掛
け
ら
れ

る
度
に
そ
の
実
感
が
徐
々
に
沸
い
て
く
る
』
と
語

っ
た
。

ま
た
、
一
昨
年
に
70
周
年
を
迎
え
た
空
手
道
部

の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
や
全
国
の
宮
陵
会
員
に
向
け
て

は
、『
い
つ
も
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
自

分
が
今
回
の
成
績
を
残
せ
た
の
も
、
大
学
や
空
手

道
部
が
あ
っ
た
か
ら
。次
は
、自
分
が
先
輩
方
に
築

い
て
い
た
だ
い
た
伝
統
を
引
き
継
い
で
い
き
た
い

と
感
じ
る
。』
と
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

卒
業
を
し
て
も
、
空
手
は
続
け
て
い
き
た
い
と

語
る
金
井
選
手
の
今
後
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

本
学
法
学
部
法
律
学
科
４
年
の
岡
部
功
さ
ん
が

隊
長
を
務
め
る
、「
神
奈
川
防
犯
シ
ー
ガ
ル
隊
 青
パ

ト
隊
」
が
、
全
国
初
と
な
る
超
小
型
電
動
車
「
日
産

ニ
ュ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
コ
ン
セ
プ
ト
」を
使
用
し
た
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
開
始
し
た
。

神
奈
川
防
犯
シ
ー
ガ
ル
隊
と
は
、神
奈
川
県
警
に

よ
り
２
０
１
０
年
に
発
足
し
た
若
年
層
を
中
心
と

し
た
有
志
に
よ
る
防
犯
団
体
で
、「
青
パ
ト
隊
」は
、

シ
ー
ガ
ル
隊
の
下
部
組
織
に
あ
た
る
。２
０
１
１
年

２
月
よ
り
横
浜
市
を
中
心
に
、青
色
回
転
灯
を
有
す

る
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
を
用
い
た
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
。

中
学
時
代
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
の

あ
っ
た
岡
部
さ
ん
は
、大
学
２
年
次
の
と
き
に「
神

奈
川
防
犯
シ
ー
ガ
ル
隊
」の
一
員
と
し
て
の
活
動
を

始
め
た
が
、継
続
的
な
活
動
が
少
な
い
と
感
じ
た
た

め
、
自
ら
神
奈
川
県
警
に
「
青
パ
ト
隊
」
結
成
を
申

し
出
た
。結
成
当
時
は
、青
パ
ト
隊
の
隊
長
と
し
て

青
色
回
転
灯
を
自
家
用
車
に
装
備
し
、週
２
回
ほ
ど

横
浜
市
栄
区
や
中
区
、鎌
倉
市
な
ど
の
パ
ト
ロ
ー
ル

を
し
て
い
た
が
、こ
の
度
、日
産
自
動
車
よ
り
全
国

初
と
な
る
超
小
型
電
動
車
の
提
供
を
受
け
た
。こ
れ

を
見
て
、「
大
変
ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ザ
イ
ン
で
街
中
で

も
目
を
引
き
、
そ
れ
だ
け

で
も
地
域
の
方
に
声
を
か

け
や
す
く
な
る
。」と
岡
部

さ
ん
は
言
う
。

将
来
は
、
何
か
が
起
こ

っ
て
か
ら
で
な
く
、
犯
罪

を
未
然
に
防
ぐ
活
動
が
で

き
る
警
察
官
に
な
り
た
い

と
夢
を
語
る
岡
部
さ
ん
の

活
躍
に
期
待
し
た
い
。

本
学
学
生
の
岡
部
功
さ
ん

「
神
奈
川
防
犯
シ
ー
ガ
ル
隊

青
パ
ト
隊
」
隊
長
と
し
て
活
躍
す
る
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第
89
回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走
(箱

根
駅
伝
)の
本
選
出
場
権
を
か
け
た
予
選
会
が
、平

成
24
年
10
月
20
日
(土
)に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
６
年
ぶ
り
に
全
日
本
大
学
駅
伝
の
出
場
権
を
獲

得
す
る
等
、
着
実
に
力
を
付
け
て
き
た
本
学
陸
上

部
。ど
の
様
な
レ
ー
ス
を
し
て
く
れ
る
か
と
、期
待

と
不
安
を
持
っ
て
そ
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
例
年
通
り
、
陸
上
自
衛
隊
立
川
駐
屯

地
を
ス
タ
ー
ト
に
、市
街
地
を
回
り
、国
営
昭
和
記

念
公
園
内
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
20
km
の
コ
ー
ス
で
争

わ
れ
る
。各
校
10
～
12
名
の
選
手
が
走
り
、上
位
10

人
の
合
計
タ
イ
ム
で
６
校
が
選
出
さ
れ
、
残
る
３

校
は
５
月
に
行
わ
れ
た
関
東
イ
ン
カ
レ
の
成
績
を

ポ
イ
ン
ト
化
し
、
換
算
し
た
時
間
を
減
算
し
た
成

績
で
選
出
さ
れ
る
。
神
大
の
イ
ン
カ
レ
ポ
イ
ン
ト

に
よ
る
減
算
時
間
は
僅
か
に
30
秒
。
３
分
以
上
持

っ
て
い
る
大
学
も
あ
り
、
是
が
非
で
も
上
位
６
校

に
入
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

昨
年
の
雨
の
予
選
会
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
、

今
年
は
快
晴
微
風
の
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で

あ
っ
た
。朝
は
背
筋
が
ピ
ン
と
張
る
よ
う
な
、凛
と

し
た
清
々
し
い
空
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

朝
７
時
頃
に
昭
和
記
念
公
園
の
西
立
川
口
に
着

く
と
、
既
に
大
量
の
幟
を
運
び
入
れ
て
い
た
大
学

も
あ
っ
た
が
、
我
々
神
大
も
入
り
口
正
面
に
場
所

を
確
保
し
準
備
を
開
始
し
た
。
体
育
会
本
部
の
学

生
が
約
30
本
の
幟
、仮
入
場
券
、選
手
紹
介
の
資
料

等
を
持
っ
て
参
集
し
、
応
援
に
来
ら
れ
る
方
々
を

迎
え
る
態
勢
を
整
え
る
。

今
年
は
応
援
ポ
イ
ン
ト
を
駐
屯
地
内
の
ス
タ
ー

ト
地
点
及
び
５
km
地
点
、
市
街
地
に
出
た
６
km
地

点
及
び
10
km
地
点
の
定
点
カ
メ
ラ
付
近
、
昭
和
記

念
公
園
内
の
17
km
地
点
及
び
ゴ
ー
ル
前
と
し
た
。

各
ポ
イ
ン
ト
に
人
員
や
幟
を
事
前
に
配
す
る
の
だ

が
、今
年
は
学
生
課
で
、大
学
職
員
、体
育
会
本
部

及
び
ク
ラ
ブ
、
神
大
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
の
移

動
ル
ー
ト
や
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ま
と
め
て

頂
き
、
事
前
準
備
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で

き
た
。

ス
タ
ー
ト
１
時
間
前
の
８
時
30
分
、
應
援
指
導

部
の
応
援
が
始
ま
る
。校
歌
に
始
ま
り
、応
援
歌
や

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
演
舞
で
選
手
達
に
エ
ー
ル
を

送
る
。校
歌
に
合
わ
せ
て
来
場
さ
れ
た
方
も
多
く
、

應
援
指
導
部
の
前
は
黒
山
の
人
だ
か
り
と
な
っ

た
。本
学
か
ら
は
中
島
学
長
を
筆
頭
に
、役
員
、教

職
員
、
学
生
ら
が
来
場
し
、
宮
陵
会
か
ら
も
役
員
、

体
育
振
興
委
員
会
、
多
数
の
会
員
の
方
々
、
さ
ら

に
、翌
日
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
(横
浜
キ
ャ
ン

パ
ス
)に
絡
め
て
遠
方
か
ら
駆
け
つ
け
て
頂
い
た

方
々
も
数
多
く
足
を
運
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

９
時
30
分
。ス
タ
ー
ト
の
号
砲
と
と
も
に
、昨
年

よ
り
５
校
増
え
た
参
加
45
校
５
２
９
名
の
選
手
達

が
一
斉
に
走
り
出
す
。
直
後
か
ら
外
国
人
選
手
を

中
心
に
先
頭
集
団
が
で
き
、
神
大
は
２
番
手
の
グ

ル
ー
プ
内
で
集
団
走
。
ス
タ
ー
ト
地
点
と
５
km
地

点
で
の
応
援
が
終
わ
り
、17
km
地
点
へ
の
移
動
中
、

地
方
支
部
の
方
か
ら
テ
レ
ビ
の
情
報
が
入
る
。
５

km
、
10
km
地
点
の
タ
イ
ム
順
で
は
10
番
手
ぐ
ら
い

と
の
こ
と
。不
安
と
緊
張
が
走
る
が
、昨
年
と
同
様

に
後
半
勝
負
と
信
じ
て
応
援
地
点
に
向
か
う
。

17
km
地
点
で
は
学
生
課
の
職
員
や
神
大
フ
ェ
ス

タ
実
行
委
員
会
の
学
生
達
が
既
に
待
機
し
て
お

り
、合
流
し
て
選
手
を
待
ち
構
え
る
。レ
ー
ス
の
先

頭
は
日
本
大
学
の
外
国
人
選
手
が
独
走
。
次
第
に

神
大
の
選
手
達
も
姿
を
現
し
、
通
過
す
る
た
び
に

大
き
な
声
援
を
送
る
。
そ
の
後
も
大
き
く
離
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
残
り
の
選
手
も
順
次
通
過
し
て
い

き
、そ
の
度
に「
神
大
、フ
ァ
イ
ト
！
」、「
ラ
ス
ト

だ
！
頑
張
れ
！
」の
声
が
上
が
る
。全
選
手
の
通
過

を
見
届
け
た
後
、成
績
発
表
が
行
わ
れ
る「
み
ん
な

の
原
っ
ぱ
」へ
移
動
す
る
と
、途
中
で
再
び
速
報
が

入
り
、
10
人
目
が
ゴ
ー
ル
し
た
順
番
は
３
番
目
で

あ
っ
た
と
の
こ
と
。
昨
年
は
２
番
目
で
５
位
だ
っ

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
一
抹
の
不
安
が
募
る
。

「
み
ん
な
の
原
っ
ぱ
」
で
は
陸
上
部
を
中
心
に
、

応
援
に
来
ら
れ
た
方
々
が
輪
に
な
り
、
一
団
と
な

っ
て
発
表
を
待
つ
。
イ
ン
カ
レ
ポ
イ
ン
ト
の
併
用

に
な
る
か
微
妙
な
と
こ
ろ
と
の
情
報
が
あ
り
、
昨

年
の
よ
う
な
楽
観
し
た
雰
囲
気
は
な
い
。そ
し
て
、

い
よ
い
よ
発
表
が
始
ま
り
、
周
囲

が
静
ま
り
か
え
る
。
１
位
日
本
体

育
大
学
、２
位
帝
京
大
学
と
進
み
、

そ
の
度
に
各
所
で
歓
声
が
上
が

る
。そ
し
て
、レ
ー
ス
タ
イ
ム
の
み

で
選
考
さ
れ
る
最
後
の
１
枠
と
な

っ
た
。

「
第
６
位
　
神
奈
川
大
学
　
10

時
間
11
分
27
秒
」

大
歓
声
が
上
が
り
、
笑
顔
が
は
じ

け
た
。皆
一
様
に
安
堵
の
表
情
で
、

時
に
涙
を
流
し
て
い
た
方
も
い

た
。成
績
発
表
が
終
わ
り
、中
島
学

長
や
陸
上
部
か
ら
応
援
に
来
ら
れ

た
方
々
に
対
し
て
感
謝
の
意
と
本
選
に
向
け
て
の

決
意
が
述
べ
ら
れ
た
。そ
の
後
、應
援
指
導
部
主
導

の
も
と
、
校
歌
を
全
員
で
歌
い
散
会
と
な
っ
た
。

チ
ー
ム
ト
ッ
プ
の
選
手
か
ら
10
番
目
の
選
手
ま

で
の
タ
イ
ム
差
が
１
分
16
秒
で
、
全
員
が
し
っ
か

り
と
し
た
レ
ー
ス
を
し
て
、
無
事
に
出
場
権
を
獲

得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。出
場
選
手
も
１
、２
年
生

が
多
く
、
ま
だ
ま
だ
の
び
し
ろ
の
あ
る
チ
ー
ム
で

あ
り
、
今
後
に
大
い
な
る
期
待
が
持
て
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。し
か
し
、総
合
成
績
で
は
昨
年

を
２
分
半
以
上
短
縮
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
順
位

が
落
ち
、
本
選
の
常
連
校
が
予
選
を
通
過
で
き
な

い
等
、
年
々
予
選
会
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
き
て

お
り
、
き
ち
ん
と
調
整
し
な
い
と
予
選
通
過
も
ま

ま
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
本
選
で
は
チ
ー
ム
一

丸
と
な
り
、持
て
る
力
を
す
べ
て
出
し
切
っ
て
、是

非
と
も
シ
ー
ド
権
を
獲
得
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

最
後
に
、
来
年
も
お
正
月
に
箱
根
駅
伝
で
母
校

を
応
援
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
宮
陵
会
会
員
の

皆
様
の
お
力
を
借
り
て
、
精
一
杯
の
応
援
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

● 第 89回 ●

東京箱根間往復
大学駅伝競走予選会

応援記
◆

宮陵会　体育振興委員会 委員
平出　功

力走する柏部選手と𠮷川選手（提供：神奈川大学）
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平成24年11月4日(日)
箱根駅伝予選会突破の興奮も冷めやらぬこの日、学生三大駅伝

の一つである全日本大学駅伝対校選手権大会において、6年ぶり
に神奈川大学のプラウドブルーの襷が伊勢路を駆け抜けた。

この全日本大学駅伝は関東の大学だけで行われる箱根駅伝とは
異なり、昨年度大会で上位に入ったシード校と、全国各地で行わ
れた選考会を通過した大学に、東海学連選抜を加えた26チームで
争われ、学生駅伝日本一を決める大会として名を馳せている。本
学陸上部は28回及び29回大会で連覇した実績を持つものの、近
年は出場することも叶いませんでしたが、今年は6月に行われた
関東地区選考会を総合4位の成績で、6年ぶりの出場権を勝ち取
りました(詳細は宮陵会報第94号に掲載)。

全日本大学駅伝のコースは、愛知県名古屋市の熱田神宮西門前
をスタートに、三重県伊勢市の伊勢神宮内宮宇治橋前をゴールと
する106.8km。長短を組み合わせた8区間で、前半は小刻みな
アップダウンが多く、後半は比較的フラットなコースとなってい
る。各区間と出場選手は次のとおり。
●1区　熱田神宮～愛知県弥富市　14.6km 西山　凌平(1年)
●2区　弥富市～三重県川越町　　13.2km 我那覇和真(1年)
●3区　川越町～四日市市　　　　   9.5km 柿原　聖哉(2年)
●4区　四日市市～鈴鹿市　　　　14.0km 小泉　和也(2年)
●5区　鈴鹿市～津市　　　　　　11.6km 𠮷川 了(4年)
●6区　津市～松阪市　　　　　　12.3km 柏部孝太郎(2年)

●7区　松阪市内　　　　　　　　
11.9km 井上　雄介(2年)

●8区　松阪市～伊勢神宮　　　　
19.7km 鈴木　　駿(4年)

8区間のうち6区間を下級生が
占めるフレッシュな布陣で臨ん
だ神大。箱根駅伝予選会後の大
後監督は、「久しぶりの全日本
出場なので、全国大会の雰囲気
をしっかり味わってほしい。せ
っかくもらったチャンスなので
選手と一緒に楽しみたい」とコ
メントしていたが、それを体現
するかのような配置である。

当日の応援は、沿道では宮陵
会愛知みやも会支部及び三重支部が中心になって行われ、本学應
援指導部はスタート地点及びゴール地点で声援を送りました。

我々は最初に、2区の途中にあり、三重支部が応援ポイントの
一つとしている桑名の応援場所で応援することにしました。ホテ
ルのテレビでスタートを確認してから出発。現地へ向かう途中、
夜行バスで来たという卒業生ではない神大陸上部ファンの女性2
人と遭遇するサプライズがあり、一緒に応援することとなった。
また、遠路足を運んで頂いた方や、隣町に住んでいる卒業生らと
共に桑名の応援ポイントへ。
そこではすでに神大の幟が立てられ選手を迎え入れる準備がで

きていた。愛知みやも会支部の方から、第1中継所を14位で通過
したとの一報が入る。しばらくして先頭が通過し、その後、選手
達が次々と駆け抜ける中、神大は我那覇選手が10位で通過。順
位を4つ上げる力走に、精一杯の声援を送る。全選手が通過した
後、ゴールの伊勢神宮へと向かう。
伊勢神宮ではゴール手前の神宮会館前に應援指導部が陣取って

おり、その向かい側で選手を迎えることにした。集団応援開始の
定刻になると、まずは校歌。応援歌に続いて、チアリーディングの
パフォーマンス。足を止めて見入っている観客の方も多く、嬉し
い限りである。先頭のランナーが見えてからは、神大の選手が通
過するまで校歌を歌い続け、その後は最終ランナーが通過するま
で、皆で声援を送りました。レース後には、隣で応援していた名
古屋大学の応援団とエールの交換をして健闘を讃え合いました。

結果は5時間23分23秒で10位。初優勝した時と遜色ないタイ
ムというのが時の流れを感じさせますが、箱根駅伝予選会から僅
か2週間後というレースでの力走を見て、今後への希望が一層膨
らむものとなりました。今回のレースを良い経験として、これか
らもチーム一丸となり、箱根駅伝のシード権獲得へ向けて邁進し
ていくことを期待します。

今年度定年退職になられる先生方
●川田　　昇  教授  法学部
●橘川　俊忠  教授  法学部
●齋藤　靖夫  教授  法学部
●橋本　宏子  教授  法学部
●池上　和夫  教授  経済学部
●大林　弘道  教授  経済学部
●中野　宏一  教授  経済学部
●海老澤栄一  教授  経営学部
●岩根　圀和  教授  外国語学部
●石井美樹子  教授  外国語学部

阿世知暢君（人間科学部24年卒・硬式野球部）
岩手の社会人野球でデビュー　岩手支部

阿世知暢君は昨年まで神奈川大学硬式野球部で活躍したこと
はご承知のとおり。5月ころ地元新聞に“関東自動車工業岩手
工場（現、トヨタ自動車東日本岩手工場）野球部復活！”の見
出しに主力メンバーとして投手・阿世知暢（神奈川大学卒）の
登録記事が掲載されていた。

諸先輩のルートを辿って阿世知君と連絡が取れるようになり
8月にチームとして公式試合がある事を知った。

早速、会員有志で「励ます会」を開催。北上市内の割烹で10
人程集まり「交流会」を開催し公式戦デビューを激励した。

翌週の8月4日には八幡平球場で対盛岡大学戦があって4名で
駆けつけ「宮陵旗」を掲げて声援を送った。応援の甲斐もあ
り、見事初勝利を収めた。試合終了後に阿世知君と話す機会が
あり、本人はケガで投げられずファーストを守っていた事。

また、何人かで投手・阿世知の活躍ぶりを観戦したいと思っ
ている。 フレー！フレー！阿世知！

文責　神奈川大学校友会岩手支部長　宮澤俊次（S48・経済卒）

備考：10月27日～
30日まで「JABA
岩手県アマチュア
野球王座決定戦」
が行われ
トヨタ自動車東日
本は初優勝を飾っ
た。阿世知君は準
決勝で完投勝利し
て優勝の一役を担
った。（岩手日報10
月29日、30日抜粋
記事参照）

6年ぶりの伊勢路　疾走!!
秩父宮賜杯 第44回全日本大学駅伝対校選手権大会

宮陵会 体育振興委員会 委員　平出　功

以上の先生方が、今年度末定年をお迎えになります。
最終講義の情報は大学のホームページ

（http://www.kanagawa-u.ac.jp/）に掲載されますのでご
覧ください。

●奥田　宏子  教授  　外国語学部
●松本　正勝  教授  　理学部
●青木　　勇  教授  　工学部
●工藤　邦男  准教授  工学部
●熊倉　　進  准教授  工学部
●品田　正昭  准教授  工学部
●白井　達也  教授  　工学部
●前森　健一  教授  　工学部
（学部順、五十音順に現在の予定者を

掲載）

力走する鈴木選手
（提供：神奈川大学）



東
日
本
大
震
災
以
後
、
本
学
学
生
は
、
な
に
を

思
い
、
大
学
は
ど
う
動
い
た
か
。

週
２
便
の
バ
ス
運
行
で
の
参
加
者
は
１
、
４
０

０
人
を
超
え
た
、
大
学
を
挙
げ
て
の
被
災
地
支
援

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。そ
の
１
年
の
記
録
が
、こ
の
ほ

ど
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

項
目
は
、
は
じ
め
に
本
学
副
学
長
で
Ｋ
Ｕ
“
東

北
”
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
駅
伝
統
括
責
任
者
の
石
積
勝

副
学
長
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
狙
い
が
示
さ
れ
、

第
１
部
で
は
３
・
11
以
後
の
大
学
の
動
き
、
駅
伝

の
ス
タ
ー
ト
、
文
化
振
興
支
援
と
現
地
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
活
動
、
遠
野
市
と
の
連
携
な
ど
が
柱
に
な

っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
２
部
で
は
、教
職
員
、学
生
、Ｏ
Ｂ
が
参
加
し

て
感
じ
た
こ
と
、
今
思
う
こ
と
等
が
レ
ポ
ー
ト
さ

れ
て
い
ま
す
。学
生
た
ち
の
感
想
は「
励
ま
し
に
い

っ
た
は
ず
の
私
が
励
ま
さ
れ
た
」「
実
際
に
来
て
見

る
と
言
葉
に
で
き
な
い
空
気
を
肌
で
感
じ
、
一
生

忘
れ
ら
れ
な
い
経
験
に
な
っ
た
」「
こ
の
笑
顔
、
優

し
さ
は
、ど
こ
か
ら
来
る
ん
だ
ろ
う
。そ
れ
を
知
り

た
く
て
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
く
の
か
も
し

れ
な
い
」等
、行
っ
て
見
て
感
じ
た
こ
と
が
素
直
に

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
２
月
に
参
加
し
た
Ｏ
Ｂ
の
平
能
孝
一
宮
陵

会
副
会
長
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
と
現
地
で
感

じ
た
こ
と
に
つ
い
て（
本
文
か
ら
抜
粋
）こ
う
述
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。

初
日
、遠
野
市
役
所
で
、献
本
作
業
と
文
書
再
生

に
従
事
す
る
。
被
災
地
の
所
蔵
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ

ク
が
津
波
で
泥
が
付
着
し
た
た
め
、
泥
を
ブ
ラ
ッ
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毎年恒例となった、神奈川大学
横浜キャンパスの学園祭・神大フ

ェスタが11月3日(土)・4日(日)に開催された。
学生団体である神大フェスタ実行委員会が中

心となり、学生主体で行われる神大フェスタも
14回目を迎え、恒例となった神大スター決定戦
や3回目の実施となるミスター・ミス神大コンテ
ストが行われ、大いに盛り上がった。更に、7号
館前の通路や各講堂では、様々な出店や催しが
見られ、神大生や横浜キャンパス近隣の方々だ
けにとどまらない多くの来場者で賑わいを見せ
た。また、2日目では、宮陵会学内支部が設置す
る卒業生コーナーにおいて、本学陸上競技部が
出場した第44回全日本大学駅伝の中継が放映さ
れ、卒業生と多くの来場者が一体となってその
成績に一喜一憂していた。

しかし、このような盛り上がりを見せた影に
は、一年前からこの2日間のために様々な準備を
進めてきた神大生の姿があることを忘れてはな
らない。神大フェスタ実行委員会のスタッフ1人
ひとりに改めて敬意を表したい。

10月27日(土)・28日(日)の両日、湘南ひらつか
キャンパスで第24回「平塚祭」が開催された。

平塚祭実行委員会によると、今回の平塚祭のテーマは、“祭
りの原点に立ち返り、来場者や地域の方々、学生、教職員およ
び協賛企業の方々に「平塚祭」を中心とした祭り本来の楽し
さ、ワクワクする気持ちを味わってもらいたい”との想いの
下、「祭」に決定した。

初日は天候にも恵まれ、夜には「花火大会」が無事実施され
た。また、2日目の午後には降雨となったが、最後の企画であ
るビンゴ大会に至るまで会場は大きな盛り上がりを見せた。

また、毎年恒例の「スタンプラリー」「綱引き大会」、園児や小
学生を対象とした「子ども企画」に加え、新企画の「模擬店コン
テスト」や大学祭の目玉企画である「ミス＆ミスターコンテン
スト」などの各企画でも大変な盛り上がりとなった。

各日のイベントで、ある有名声優を招いての「声優ライブ」
や有志団体による様々なパフォーマンス、ゼミ・研究室の展
示・発表、サークルによる各種模擬店などでは老若男女を問わ
ず、多くの来場者が楽しんでいる様子だった。

大成功をおさめた平塚祭に参加した来場者からは「楽しか
った！」、「来年もまた来たい!!」という声が数多く寄せられた。
平塚祭実行委員会には次年度も来場者に「来て良かった」と楽
しんでもらえる
ような大学祭作
り を 期 待 し た
い。

「
大
学
生
、ボ
ラ
ン
ティ
ア
の
襷
を
つ
な
ぐ
」

～
も
う
ひ
と
つ
の
駅
伝
物
語
～
 を
出
版

シ
ン
グ
し
な
が
ら
、
新
聞
記
事
の
切
り
抜
き
を
新

た
な
ブ
ッ
ク
に
張
り
替
え
て
い
く
。
記
事
に
載
っ

て
い
る
人
々
の
安
否
は
ど
う
だ
ろ
う
か
と
思
い
つ

つ
作
業
を
こ
な
す
。

２
～
３
日
目
は
、
全
国
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
図
書

の
装
丁
前
の
検
品
と
ラ
ベ
ル
貼
り
を
行
う
。
寄
贈

者
が
書
き
込
ん
だ
も
の
や
、所
有
者
名
は
、消
し
ゴ

ム
等
で
除
去
し
て
ラ
ベ
ル
貼
付
す
る
。
寄
贈
す
る

な
ら
、
せ
め
て
書
き
込
ん
だ
も
の
は
避
け
る
べ
き

と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

街
に
出
る
と
、
丁
度
こ
の
時
期
は
ひ
な
祭
り
の

人
形
が
飾
ら
れ
、
残
雪
の
歩
道
か
ら
見
る
小
さ
な

春
の
催
し
は
華
や
か
で
あ
っ
た
。待
ち
遠
し
い
春
、

被
災
さ
れ
た
人
々
の
地
に
一
日
も
早
く
温
か
い
春

が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

●「
大
学
生
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
襷
を
つ
な
ぐ
」

〜
も
う
ひ
と
つ
の
駅
伝
物
語
〜

著
者
　
神
奈
川
大
学
東
日
本
大
震
災
被
災
地
支

援
室
(編
)

Ａ
５
判
　
２
４
０
頁

発
行
　
御
茶
の
水
書
房

定
価
　
１
、
８
９
０
円

第
14
回
神
大
フ
ェ
ス
タ

第
24
回
平
塚
祭

開
催
さ
れ
る
。

神大
フェスタ

平塚祭



平成24年12月14日金曜日 宮  陵  会  報  （神奈川大学校友会） 第95号( 8)

皆
様
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
狩

野
会
長
は
じ
め
全
国
の
宮
陵
会
役
員
、
会
員
の
皆
さ
ん
に

は
、日
頃
か
ら
母
校
の
た
め
に
、あ
た
た
か
い
ご
支
援
、ご

協
力
を
い
た
だ
き
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。お
か
げ

で
、本
学
の
運
営
も
当
面
の
と
こ
ろ
、総
じ
て
は
恙
無
く
運

ぶ
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
す
こ
と
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。

◆

ま
ず
、
今
年
も
宮
陵
会
の
ご
協
賛
の
も
と
に
18
回
目
の

「
神
奈
川
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」（
10
月
21
日
）を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
全
国
か
ら
多
数
の
支
部
長
、

役
員
の
皆
さ
ん
の
ご
出
席
も
い
た
だ
き
、
一
千
人
を
超
え

る
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。奥
様
同
伴
で
初
め
て
出
席
さ
れ
た
と

い
う
60
歳
年
配
の
方
や
小
さ
な
子
供
連
れ
で

ピ
ク
ニ
ッ
ク
気
分
の
若
い
卒
業
生
、そ
し
て
同

期
や
ゼ
ミ
の
仲
間
な
ど
が
語
ら
っ
て
、な
ど
な

ど
。会
場
の
方
々
で
思
い
出
話
な
ど
に
花
が
咲

き
、賑
や
か
で
寛
い
だ
会
場
風
景
で
あ
り
ま
し

た
が
、
今
年
は
、
６
年
ぶ
り
の
「
全
日
本
大
学

駅
伝
対
校
選
手
権
大
会
」の
出
場
や
来
年
正
月

の
“
箱
根
駅
伝
”
出
場
が
決
ま
っ
た
翌
日
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
い
つ
に
な
く
、
卒
業
生

諸
氏
の
高
揚
感
も
漂
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
ま

た
、昨
年
は
宮
陵
会
札
幌
支
部
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ「
サ

ス
ピ
シ
ャ
ス
・
フ
ロ
イ
デ
」
の
出
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、今
年
は
、熊
本
支
部
の
皆
さ
ん
が
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を

ご
披
露
く
だ
さ
い
ま
し
た
。“
宮
陵
会
熊
本
支
部
の
歌
”
ま

で
ご
用
意
と
は
、
恐
れ
入
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
母
校
に
思
い
を
馳
せ
て
く
だ
さ
り
、

様
々
な
か
た
ち
で
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
ご
参
加
く
だ

さ
る
卒
業
生
が
年
ご
と
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
、
本
学

を
預
か
る
私
ど
も
に
は
大
変
心
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

駅
伝
競
技
の
襷
渡
し
、東
日
本
大
震
災“
東
北
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
駅
伝
”の
継
承
、校
友
と
の
変
ら
ぬ
交
流
、こ
れ
ら
の

共
通
項
は
、
や
は
り
“
絆
”
だ
と
思
い
ま
す
。
断
ち
切
り
難

い
強
い
絆
こ
そ
、
本
学
の
基
礎
を
支
え
る
も
の
と
信
じ
ま

す
。

◆

さ
て
、神
奈
川
大
学
も
創
立
か
ら
84
年
を
経
過
し
、卒
業

生
も
こ
の
３
月
で
、
20
万
人
を
数
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
84
年
の
間
に
は
、
本
学
に
と
っ
て
も
、
戦
中
、
戦

後
の
価
値
観
の
大
転
換
と
混
乱
、学
園
紛
争
の
苦
渋
、振
幅

の
激
し
い
経
済
環
境
、
そ
し
て
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
の

惨
状
な
ど
、
幾
多
の
苦
し
み
と
方
向
の
選
択
を
迫
ら
れ
る

事
ど
も
が
あ
り
ま
し
た
。そ
し
て
、い
ま
大
学
運
営
は
、少

子
化
の
到
来
必
至
の
中
で
、
戦
後
の
教
育
の
あ
り
方
と
反

省
も
含
め
、大
き
な
岐
路
に
差

し
か
か
っ
て
い
る
よ
う
に
思

え
ま
す
。社
会
面
、経
済
面
、教

育
の
世
界
、い
ず
れ
を
見
渡
し

て
も
誠
に
厳
し
い
諸
環
境
で

あ
り
ま
す
が
、そ
の
中
に
あ
っ

て
も「
厳
し
い
現
実
を
目
の
当

た
り
に
し
て
も
、決
し
て
怯
む

こ
と
の
な
か
っ
た
先
輩
た
ち

の
姿
を
示
し
つ
つ
、社
会
の
中

堅
を
力
強
く
担
っ
て
い
く
人

材
の
育
成
に
努
め
る
」こ
と
を
念
頭
に
置
き
、方
向
に
誤
り

な
き
を
期
し
て
ま
い
る
決
意
で
す
。
底
ぢ
か
ら
の
あ
る
大

学
の
要
件
、
１
．
教
育
、
研
究
環
境
の
充
実
、
２
．
ゆ
る
ぎ

な
い
経
営
基
盤
の
確
立
、
３
．
卒
業
生
、
校
友
の
結
束
力
、

だ
と
思
い
ま
す
。

◆

余
談
と
し
て
、最
近
は「
課
外
活
動
」と
い
う
表
現
は
不

適
切
、そ
れ
自
体
、教
育
と
し
て
の
重
要
な
側
面
を
持
つ
も

の
で
あ
る
か
ら
、「
正
課
外
教�
育�
」が
正
確
な
位
置
づ
け（
中

島
学
長
）、
だ
そ
う
で
、
私
に
も
納
得
で
き
ま
す
。
神
奈
川

大
学
の
多
様
性
と“
教
育
力
”向
上
の
上
か
ら
も
、ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
活
動
、
そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
へ
引

き
続
き
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ホームカミングデー「やは り“きずな（絆）”」学校法人神奈川大学  伊藤文保理事長

神奈川大学資料編纂室では、図書館展示ホールにて
特別展を開催しています。昨年度開催の「草創期の横
浜専門学校」に続き、神奈川大学の前身校・横浜専門
学校の戦時下から復興までの過程を、学生たちの活動
に焦点を当てながらたどります。

戦前期の学校において正課であった軍事教練、時局
を象徴する学徒勤労動員と学徒出陣、終戦から学園再
建への動き、そしてこの時期の学生活動の諸相など、
あらためてご覧いただければ幸いです。

展示会場・日程は以下の通りです。
■会場：神奈川大学図書館展示ホール（横浜キャンパス）
■日程：2012年10月１日（月）～2013年1月31日（木）
図書館開館時間に観覧できます。

開館時間・休館日等は神奈川大学図書館ホームペー
ジでカレンダーをご確認ください。
※なお、1月中は学年末試験のため図書館は一般利用
ができません。ご観覧の際には受付で「特別展の観
覧」とお申し出ください。

特別展

戦
時
下
か
ら
復
興
へ

―
横
浜
専
門
学
校
の
学
生
た
ち

開
催
中
!!


